
９年生、ストレスとの付き合い方について学ぶ
４月から新しいステージに羽ばたく９年生に対して、専門家である吉田病院（人吉市）の興野康也先生
より講話が行われました。この学習は、村健康福祉課が企画し、毎年卒業前の９年生に実施されていま
す。今年度も興野先生に講師を務めていただきました。グループワークでは、事例（架空）を基にストレ
スへの対処法や軽くする方法を考え全体でアイデアを共有しました。
９年生がしっかりした考えをもち、積極的に発表する姿を興野先生が見て「産山学園の９年生はすご
いですね」と感心して帰られました。この日は、ＴＫＵの取材もありました。本日、夕方のライブニュース
で放送予定です。

産山学園だより ＮＯ ３６ 令和６年２月９日（金）発行

うぶやまの風
〈学校教育目標〉 学び合い 支え合い きたえ合う産山の子ども

～「合い」とは仲間との高め合い、集団の中での育ち合い、教育的愛情による導き～

産山学園HPも随時更新

３つの合い言葉

大谷翔平選手から届いたグローブで遊んでいます
先日、産山学園にも大谷翔平選手からグローブが
届いたことを紹介しました。昼休みになると、早速
子供たちが野球をして過ごしています。学年ごとに
日替わりでグローブを貸し出しています。今週は子
供たちが運動場でキャッチボールをしている姿が
多く見られました。軽くて扱いやすいグローブです。
目指せ、将来のプロ野球選手！

期末テストが始まりました
学期末に近づき、学園では１年間の学習のまとめに
入ります。今週は、９年生の期末テストが始まりました。
来週は、７・８年生も期末テストが始まります。１～６年
生も、次の学年に向けて１年間の復習をしっかり行い、
学力の定着を図ってほしいと思います。

苓北町教育委員会から視察がありました
２月７日（水）、苓北町教育委員会が来校され、視察が行われました。
苓北町も今後児童生徒数の減少が見込まれ、近い将来小中一貫教
育に取り組む構想があるそうです。
義務教育学校の特徴や産山村の魅力ある教育について説明しまし
た。ヒゴタイ交流や英会話科の授業、うぶやま学については質問も多
く出され、義務教育学校に対する関心の高さがうかがえました。産山
学園の教育の素晴らしさに改めて気付かされました。


